
平成２６年度 定期テスト⑤範囲表【２年生】 

期日 限 

教科

等 
範  囲 アドバイス 

１ 

月 

29 

日 

（木） 

１ 

１
限
前
半 

半 美術 

○いろいろな技法 

○発想・技能をみる問題（実技テスト） 

 ※試験：当日鉛筆、色鉛筆用意 

○授業で学習したいろいろな技法の名前とやり方を復習

しておく。（資料集 p.１４～１７） 

○こちらから「お題」を出すので、その「世界・物語」

を形や色で表現する。また、制作に当たってイメージ

を表すためにどう工夫したかを的確に言葉にできるよ

うに。 

１ 

１
限
後
半 

半 体育 

【保健】 

傷害の予防 

☆教科書ｐ５１～７０ 

☆保健ノートｐ１６～３３ 

【体育】 

「ステップアップ中学体育」 

・器械運動（跳び箱） 

・サッカー 

・柔道 

・ダンス 

・「保健」「体育」ともにノートの関連箇所を確実に学習

しておく。 

・器械運動（跳び箱）・・・技の名称、技のポイント 

・サッカー・各種キックの名称、オフサイド、ルール等 

・柔道・・・技の名称や技のポイント等 

・ダンス・・創作のポイントや授業中のアドバイス等 

 

○テスト終了後、教科係を通じて、授業用のワークシー

ト、保健ノートを提出 

２ 

２
限
前
半 

半 家庭 

○教科書 P.1５０～１５３ P.１５６～１５７ 

P.１６０～１６３ P.１６６～１６７ 

 P.１７０～１７１ P.１９１～１９２ 

P.１９３（まち針のとめ方・しつけのし方） 

○ノート C３～C５（チャレンジ除く）Ｃ６～Ｃ７  

Ｃ１０～Ｃ１１ Ｃ１３（アイロンかけは除く） 

Ｃ１４～Ｃ１７ Ｃ２８～２９  

Ｃ３１（ミシンの使い方は除く） 

○基礎縫い（玉結び・玉どめ・なみ縫い・本返し縫い・

半返し縫い）まつり縫い・ボタンつけについて教科書

を見直しておくこと。 

○授業中に詳しく説明したところは書けるようにする。 

 

※ テスト当日にノート提出 

２ 

２
限
後
半 

半 音楽 

○鑑賞 オペラ「アイーダ」 

○校歌 １番～3 番 

○「旅立ちの日に」 

○「記号」 

○ハンドベル 

○鑑賞はプリントや教科書、資料をよく見てくること 

○「校歌」、「旅立ちの日に」の歌詞を復習しておく 

○楽譜を見て、音符と休符の拍数を復習しておく 

○「記号」は音楽祭の学年合唱曲、自クラスの自由曲の

楽譜をよく見ておくこと 

○「ハンドベル」については、自分が演奏している曲の

曲名、楽譜をよく見ておく。また、階名に対応する英

語の音名を復習しておくこと。 

２ 

月 

９ 

日 

（月） 

１
限 

国語 

 

「仁和寺にある法師」  ワークＰ９５～９９ 

「漢詩の風景」     ワークＰ１００～１０５ 

「モアイは語る」    ワークＰ１１２～１１７ 

「文法２ 単語の活用」 ワークＰ１０７～１１１ 

すらすらＰ２０～２５       

    Ｐ２８～３５ 

 

漢字テキストＰ５０～５５ 

○授業で使ったプリント類 予想問題 

 

○ノート・プリント・ワークを何度も見直すこと。 

○教科書とノートを並べてワークをやるとよいことがあり

ます。 

○古文はすらすら読めるようにし、意味や内容をつかんで

おくこと。（歴史的仮名遣い・古語の意味・当時のものの考

え方・表現の工夫など） 

○文法は、ワークやプリントを何回も見直しましょう。 

 

※テスト当日提出する物（厳守） 

①漢字テキスト ②ワーク ③すらすら 

 



２
限 

理科 

○教科書 P１００～１２７、 P１５２～１８５ 

○ワーク P４３～６１、P６８～９３ 

○授業プリント 

○冬休み課題プリント(電気の部分) 

○教科書は必ず一読し、大事な用語や文章とその意味を

理解する。その後、ワークに取り組むと良い。 

○ワークの問題を繰り返しとく。 

○電気の内容に出てくる公式を正確に覚え、活用できる

ように練習する。また、単位にも十分気をつけること。 

※テスト当日、ワーク、ノートを提出する。 

３
限 

社会 

＜歴史的分野＞ 

・教科書 P１３４～P１５９ 

・資料集 P１０２～P１２７ 

・ワーク P２０～P２９ 

 

＜地理的分野＞ 

・冬休みの課題プリント 

・ワークやプリントの問題を繰り返し解き、内容を確認 

しましょう。 

・友達と問題を出し合うと、更に深い理解につながりま 

す。 

 

※テスト当日に歴史のワークを提出。 

２ 

月 

10 

日 

（火） 

１
限 

数学 

○４章 図形の性質の調べ方 

○５章 三角形・四角形  

●教科書 P.１０６～P.１５１ 

●数学の学習（ワーク） P.７８～P.１０４ 

●授業で配ったプリント 

・合同条件（通常、直角三角形）は必ず覚えること。 

・定義と性質（二等辺三角形、正三角形、平行四辺形）を 

 区別して、確実に覚えること。 

・証明の流れ（書きだし⇒同じもの３つ⇒条件⇒結論）を 

 覚え、証明が書けるように練習すること。 

※ ワークを繰り返し解いて、問題に慣れよう。 

※ テスト当日にノートとワークを提出してください。 

２
限 

英語 

◎教科書 P.５４～P.７１  P.８４～P.８９ 

（読み取りおよび文法） 

◎ワークＰ.５０～P.57、P.59   

P.６０～P.６７  P７２,７３ 

P.７８～P.８３ 

◎授業で使用したプリント 

 

○範囲内の単語や連語をしっかり覚える。 

○表現方法の確認をする。 

①不定詞 

②動名詞 

③look + 形容詞 

④SVOO 

⑤比較級、同等比較 

○テストまでにワークをくり返し行う。 

○授業で使用したプリントを見直す。 

※ワークは自学ノートに練習すること。 

 


